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乗馬の ように､dyn左Ⅲicaleffectに蕪点をおいて開かれ たO発表 された

報告 の要旨とコメン ト,今後の問題点等について報岳す る｡ 今度の研究会は少

人奴 で､十分時間を取って行 なわれたので､活発な討論がなされ､非常に有益

であっ たように思われ るO ′こ~こでは､討論の庵~く一部分 し砕報告出来ないこと

を､おことわ りしてお く｡

I 宮田 ･中嶋:定常磁場内の,h rdsupeTCOnduc.torの 苧u_rfaTCe

i皿Ped.ence

〔要旨〕dirtyliⅡ3itでの話o従?耳, electroヱユ七e竺nfreepaや el

coherencelangth fo,pe.net-rationdepth8.._.tの閥に 綜 E･｡- S の

関係か成立ってい る.･mixed･sta七畠(･trみ るrhardsuperQOnducやrの.㌧電戚

波吸収係数を求めたO その結果には1'･-'Abfi女osovstrurJtureは直接現われ

ず'.speもial ihholnOgerittiもyの平均L,か現われなL_I.

〔問題点〕､竃磁場のために-Abrikdsov;Sもrucもureが坂郵す.る印ではないか

と考えられ るOこの効果がなぜ現われないのか とい う点が討論の中心 となつ 串 O

このようなd.yn左inicaleffec七は どのようにして計算 され.るのだろ うか ?

linea_rtheoryは適当 な方法であろ うか ? と云 うことである. 完全 な

月a皿iltonianか ら出発 して､ correlation fun C七ionを求めれば､ この-

effectは出るはずであるo Lかし もつ と直接的にAbrikosov structur-e

と電磁波 との相互作用を求め詩論した方がよ･いか も知れないO

又､一兵酎こ,.韓ar'ge.n.eutral.i七yの条件 か ら･電磁汲吸収や超音披吸収

の問題で､ ionの動 きに伴ってsuper-elLeCtroh も動 くはずであるO 今 ま
●

-173-



研究会報告 ､

での計算はnOrrDa1-electronのみで出されているO に もかかわらず,実験は

はそのような単純な計算 と一致 してい るo 巧準だろうか とい う疑問が出された

(中嶋) 0

この点について､圧力によるTg 変化 と超音波吸収 とが結びついているC こ

の ことか らord占resもimateが出来 るはずであるo Tcの変化 は小さいので､

多分単純な計算でよいと云 うことになるだろ う｡

ⅠⅠ地 gnuseffect

全体の話題 として,会場で提出されたO 実験に よれば､nixedslateにあ

るbardsuperconducもorではぬ 11効果があ るo VOrもex-liヱユeに Lo-

rentz力のみが働 くとすれば この効果は説 明できる-が､ det'Cie,nnesによる

と､.vOrte五･lineが動 くとき､流体力学的力即ち､ぬ gnus･forceとLo-

fentzforceはつ り合っていて､Iflow と底角な方向には動x)>ないOーそこ で

vortexユineに旭 gnuseffectが現われ るのだろ うか とい う問題であるO

電流密度は無限遠で指数函数的に消えるか ら､施 gnus効果は存在 しない と

考 えられ るが､中嶋の計算によると､電磁流体力学的に取扱つ_T､動いている･

Ⅴ?rtexlineのまわ りのfluxiod-を求めttぬ gnusforce升を求めると･

丁度Lorenもzforceを打消す O しか し･VO-rteXlineに働 く通 gnu_a

effec七 とは何か ということが､十分明 らかでな く,彼の計算 による力を

地 gnu.sforceと呼んでよいか と云 う疑問が出た｡

こめ点 は別にして も､drifもしない解があるとい うことを示しただけで.

これは実験事実 と対応しない解セあって､対応す る解がない とはいえないのか

も知れ ない｡

?uperconduotorにおけるぬ 11effectの説明は未解決 であるO

-II工宗田 .L.地y.er:Quantiz･edvortexringの壁の近 くでの坂舞

〔要 旨〕i.車重yerの実験によると､fle王Ⅰのなかにion80urCeをお

き､電位差をかけると､ collectorcurrentは時間 と共 に減少する｡_これ

はCO11ec七orの壁のまえにionsheathが出来 るためであろ うと考え串聖

紋のestimよもe笹よ尋と,撃 とshea也 との距離は lOrq6-161cmである.?

･宗田.は, ringcoreにIi･onが trap.され るとい うBeifの仮定の も阜革

⊥-174-



敬究全章報告

壁のeffectをn3irrori皿ageIコethodを用いて乗 りこみ､ring の重′L

系の速度が零 となる点をsbeatbの位置を考えて.､ その蘭髄 を求めたO その結

果は､ lou-10-7C皿とな り,実験事実 を二転説塀す ることに成功 したように思

われ る三 計算は古典的になされた｡quantum Ⅲechanioalに も､.order-

esもiⅡふteして､ r土ngが小 さい帝域 でclAssicalと⊥致 した.

〔問題点〕宗田のpiGtureに立づ た とき､速度零の位置が はたして､ sheath

の位置か どうか､加速度を計算 してみる必要が あると括摘 された｡ この点は今

計算中である｡

宗田のpicltureについての義.論がなされたc ionは ringcoreに もrap

され るのか､ ringの~重心の位置に もrapされ ているのか と云うことであるO

この点にからんで rvort由 でingは塵 に接 LJた状態が energymini･m lnで,

宗田の速度零の位置は不安定ではないか｡安定性を義論するためにはI ionが

ringに もrapされ るn]echanis皿 を明 らかにす る必要があ るだろう｡ その際

ionchargeによるpolarizaもionが essentiaエ な筈である｣と云 う コ

メン トがなされた (碓井) 0

Ⅳ .碓井 :Dynamicsofquantu皿SもatisticalGOnd･ensate｡

eigenstateを･COndensatefieldF としてFに対する方程式を轟いた.

簡単のため至こ.POinも inも?raction をうっ血Ⅲiltonianか ら出発 して､ ･z

d潔rtamic年1ぬ rtreeの琴似でこ発揮皿0fd-e1-を導いたto -Bo岩e,*･･FerⅡIi

系についてなされたO,･C_Q頑 en讐 tqfieユヰIT笹 LarlTdau･-Ginzbur計I-I

pitaevskiiのよ うには書 けない即 ち､F-aeiSと書 いたとき､ a幸､有 O
換言すれ払 Fs-～有 eiSGま一体の 摘 si吋 施 錠i五一一の eigens如 e･･･骨 は
ないO ことやps昼O,Ohd'ens鉦 占､与 ｡epl･eh6-h-:Iである｡ 凝ってco血densate

i

の知識だけでは不十分で､ excita宅1もn:の棟jlJsこも依存するO-この事情 は超

電導で も問題になるだろ うo 即ち∴ psとLJ七i=iCoop扉 頭 ir(F 竿灯 ∴魂

に対応) の他C'こー それにひきず られ るexcited.particle･が入って くるの
I

ではTj:ガ>ろ与か去

したので､COllisidfl-'さき益C七･が入っていないO由cond.soundを導出すヽ
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るために古手colli占ion teaE3を定式化 しなければならない.

Ⅴ 中嶋 :超電導体のkineticequa,七ion

(要 旨〕前項で もふれたが､collisionteaⅡlの計算や､quantu皿 COn-

den'sateのある場合の非可逆過軽を,Sinear-デesPOnSeのわ くをこえて 定_1ノIJTこ_ー･

式化 しよう.とす るとき-,rどのような方法が有効であろ うかo li'near respon-

seの範鈍では､松原-1Landau schoolの ther工姐iTG-Teemfunctiona)

方法が大成功を収 めたonOn-1inearな場合尋こも､解析接鹿の方法が同様に

使 えるという報告がある-(Sovieも雪中ySics-Solidsもate旦'(1964)

2166,Slozuv)｡一方最近ぬdanoff-BayⅡ主により提唱 されたGr占〔這苧

functiorlによる取扱法 も､可能性を含んでいるように思われ る.中嶋は こゐ

方法を超電導の場合に応用し､分布園数 に対するki云eticequati?聖 を導い

たo dynamicalfiartree近似をしたので､ collisi?A team は出てこな

い. もつ とhigherの decou.plingをすれば､.collision ter正王は出て来

るだろう｡

〔問 題〕KadanoffrBaym の方法が どこまで有効である_か という点につい冒こ

は､今後の研究課題であろ うが､dynamica1日artree近似の範韓内で､ 例

えば碇井の結果 と中嶋の着果を比較検討してみる必要があろ う｡多分一致す る

であろうが､何 ら刀,.の示唆をうることができるか-もしれない｡

electro工叩 hononsysもeIコの flaH]ilもonianか ら出発 して､ quasi-

particleの分布関数に対するkineticequa七ionを導 く方が､colli-T

sion terエーは もつ とすっ きりと入っ て来 るか も知れ ないo

Ⅶ .鈴木 :Spin系の二 次相転移の現象論

〔要 旨〕 この報告 と次の簸告 とは､a_ynamicsの間宮ではないが､研究会

･‥一声:で取 り上 げられたo sPin系の二 次相転移で･Tcの近 くでのmagneもization

MとSuSCePもibilityxのSingulariもiesを現象論的に義諭した.free

energyの中で､AGの項をAdの項 より重要視すると､実験結果M∝(豆ciJfJ)y3

とx∝(Tc-T)A/3が説明され るO比熱の (logarit- C)singularity 拝
i:̂･･

normal側のfreeenergyか ら出て来 るはずで, これは残 された問題であ

隼 一番望ましい塾の解はt M,I･比熱のSingu･laritiesを統一的に説
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明することであるo

Ⅵ工都築 ､:intrinsicLondonSupefconductorの磁気的性質

〔要 旨〕 intrinsicLもndonsuperconductor(亀子のme'an freepath

無限大)の混合_状態の磁気的性質を報告 L/_たo SPbcriticalregion嶋2-
昆≪ iqc2)では､Abrikosovの mi/Red.Sもateは･dirtylimitにおける

と同様に､ 2つのパラメー タ だ1閏 と K2閏 を射 ､て完全 に記述され るo蘭 係

K2閏享 ･rlg)≧ 丘 (等 号はT主 Tcで成立)が成立していて､ dirtylimitで
の関係 岬 ≧ £≧ EZm と､ き4,だらた違いがあるoTL又‥Purelimitで K2(T)

は絶対零度の近 くで 〔伽TcP 〕y2めよぅに発散する■｡~- こd)ととは､最近の
)

Serin毒の比熱の測定が実証 してい るように思われ るo結論的に言って､Rl昭一

の温度変化は in3Puriもyconsentration にあま り依存 しないが､ E2mは強

く依存する.

La工ユdau_-GinZiburgの方法の有効性について議論がなされた (11月号

85頁参照)0

Ⅵ二ⅠⅠ ま と め

各 テー マについてのまとめ､問題点及び超電導 ,超流動のdynamicsの今後

の問題についての一般的な方向づけi,ま､今までに各所に もり込まれ ていると思

うので､ ここでは､_統計力学の今後の大 きな方向についての討論を少 し報告 し

よ う｡

8月の堅田での研究会で ｢まとめ｣ として同じ問題が討論された｡その時 の

松原の報告 (11月 号参照)を中心において話合った? 枚原チャー トによる今

後のノ問題は､協力現象 と非可逆性の結びついた領域 (例えば､ criticalpo-

inも射通でのrelaxationL)であるo 各分野でなされている.tq)種の問題解-:･･･_

決の努力は､単に､協力現象 +非可逆性の立場に立ってなされてい るようにみ

場合 も沢山あるだろうし､又 この方向によって,間題解決への重要な糸口 も見 ′

つかるであろ う｡

L/カモLJ,統計力学の立場 としては､それだけで十分だろうx),｡ 松慮チャー ト

で､ 直接対角線 を走る方向はない ものだろ うか と云 う要求は自然に出て くる0
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KadanoffJBaymの方法は､ そのような ものの一つであるか も知れ ない｡しか

し､ この方法には､数学的に も物理的に も､不明確な点が多 く含まれている｡

この方法の明確化 ,改良に､エネルギーをそそぐ価値が あるか も知れない O

この研究会の問に､若手養成の問題 (超電導 ,超流動関係に限った ものでは

ない)につL.､て討論がなさ紅 若手か らもい くつかの意見が出された.そのシ

ツペ返 しか も知れ ないが､教育的配慮 と称 して､ボス達は､若手に研究会報告~

を作るよう強制 したO この報告は､鈴木 と都築によるoT樽に ｢まとめ｣の部分

には都築の主観が多分 に入っ てお り,最終的文章は都築にある. (以 上)
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